
公益財団法人 コカ･コーラ教育・環境財団によるコミュニティー支援活動

環境教育 奨学支援

コカ・コーラ環境教育賞
1994年から27年間の応募団体……累計2,359団体

1966年から56年間の卒業生
1966年から56年間の卒業生……累計2,479人

雨煙別小学校コカ・コーラ環境ハウス
2010年から11年間の利用者……累計7万5千人以上

「コカ・コーラ環境教育賞」を中心に、地域社会や国際社会に
おいて次世代リーダーとなる人財育成の支援を行っています。

高校生・大学生に、大学・大学院での生活への奨学支援を
行っています。

太陽光発電・蓄電設備の設備助成
設備校……累計55校

ヤングアメリカンズ東北ツアー協賛
参加者……累計3,100人以上

スクールバスの寄贈
寄贈台数…… 5台

「コカ・コーラ災害復旧・復興支援事業」（2021年よりコカ・コーラ
復興支援基金から名称変更）支援地域・内容を拡大し、支援を
継続しています。

復興支援

公益財団法人コカ･コーラ教育･環境財団は、「心豊かでたくましい人づくり（Healthy Active Life）」を 理念とし、2007年
6月に設立されました。 37年間継続している日本コカ・コーラボトラーズ育英会と 14年継続しているコカ･コーラ環境教育財団
の事業を継承し、一元的に運営、推進する母体となっています。 設立以来、次世代を担う青少年の育成と彼らを取り巻く地
域社会を支える人材の育成を目的として、「環境教育」「奨学支援」を中心に継続して事業を実施しています。 環境教育・環境保
全活動を表彰する 「コカ･コーラ環境教育賞」は、全国から多数のご応募をいただき、広くみなさまに認知されています。  
「奨学支援事業」は、1966年に開始され、2022年3月末までに56年間で2,479名の 卒業生を送り出しています。 2020年
からはコカ･コーラシステムのサスティナビリティー戦略が策定されたことを受け、 その戦略実施を通してSDGsの推進を図る
ために、環境分野に寄与する人材を育成することを事業方針としました。 2011年3月24日に財団内に設立された「コカ・コーラ
復興支援基金」は、2021年11月より「コカ・コーラ災害復旧・復興支援事業」と名称を変更して、「東日本大震災」「熊本地震」
「北海道胆振東部地震」の被災地域に加えて、地域を日本全国に、内容も拡大し、支援活動を継続しています。https://www.cocacola-zaidan.jp/
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